




　　第 232 回生存圏シンポジウム（8月19, 20日）







と名付けられた IUGONET に非常によく似たプロジェクト “The EU FP7 
ESPAS Project: Near Earth space data infrastructure for e-science” が
2011年秋から始まっています．ESPASが対象としている観測データは，
主に EU 諸国で観測しているジオスペース関連の地上および衛星観測
データで，EISCAT, SuperDARN など一部は IUGONET で取り扱っている
データと重なっています．このようなよく似たプロジェクトがヨーロッ
パで始まったという情報が GFZ ポツダムの Bernd Ritschel 氏から昨年
春に伝えられ，IUGONET と ESPAS が相互に協力することは双方にとっ
てメリットが大きいことは明らかですので，協力協定の締結をめざし
て相談を始めました．その結果，今年の 6 月にベルリンから車で 2-3
時間のバルト海との間の Neustrelitz というう小さな町にある DLR 
(Deutsches Zentrum für Luft- und Raumfahrt) で開催された ESPAS の
定例会議（写真１）に IUGONET 運営協議会議長の立場で家森が出向き，
ESPAS の責任者 (Project Coordinator)，英国 RAL(Rutherford Appleton 
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写真２．　協定書調印式（2013 年 6月 18 日撮影． 左は
                      Mike Hapgood 教授．）
写真１．　ESPAS定例会議参加者 （2013年6月18日 DLRにて．左から3人目の紺色のセーター    
                     の方が Bernd Ritschel 氏，右から 5人目の赤いジャケットの方が Science Manager





















































8 月 19 日 （月）プログラム（敬称略）    
開会の辞／中村卓司（極地研）
趣旨説明／谷田貝亜紀代（京大）
セッション 1　IUGONET プロジェクト平成 25年度中間報告
　IUGONETプロジェクト 平成25年度中間報告★／谷田貝亜紀代（京大） 
　IUGONET メタデータ作成・アーカイブの状況★／堀智昭（名大）
　IUGONET システム報告★ ／阿部修司（九大） 
　IUGONET 解析ソフトウェア報告★／田中良昌（極地研）
　IUGONET アウトリーチ報告★／佐藤由佳（極地研）
セッション 2　Data Citation / Data Publication
　国立国会図書館サーチ、国立国会図書館東日本大震災アーカイブ
    ／塩崎亮（国立国会図書館）
　古データ保存の重要性／荒木徹 （京大）
　データベースへのDOI 付与について：日本のWDCの取組




8 月 20 日 ( 火 )  プログラム（敬称略）
セッション 3　データベース・データシステム
　極地研におけるオーロラデータアーカイブの現状と問題点
  　   ／門倉昭（極地研）
　宇宙線WDC( 名大 STE 研 ) の活動と宇宙線中性子データの利用状況
     ／渡邉堯（NICT）
　 地磁気アナログ記録のデジタル化 ／増子徳道（気象庁地磁気観測所）
　日本の考古地磁気データベースと過去 2000 年の地磁気永年変化
   　　　 ／畠山唯達（岡山理科大）
　東南・東アジアにおける 19世紀から 20世紀前半の気象観測記録の
  データレスキュー／財城真寿美（成蹊大） 
　東京気象台 1875( 明治 8) 年観測開始期のメタ情報／山本哲（気象研）
　電離圏宇宙天気WDCのデータアーカイブにおける現状と課題
    ／石井守，長妻努（NICT, 代読）
　京都大学大学院理学研究科附属天文台の古データ・アナログデータの
    デジタル化／金田直樹（京大）
　京都大学における太陽全面シノプティック観測データのデジタル化
    　　／北井礼三郎（京大）
セッション 4　IUGONET に関係するサイエンス
　IUGONET データ解析システム (MDDB/UDAS) が切り開くサイエンス★




     ／渡邉皓子（京大）
　地磁気日変動の振幅から推察される超高層大気の長期変動について




    　　　　／門倉昭（極地研）
閉会挨拶／家森俊彦（京大）
3IUGONET TIPS
Super Dual Auroral Radar Network (SuperDARN) データ

















レーダ （ーSyowa South: 図1中の SYS）は SuperDARN
開始直後からレーダー網の一員となり，1997年には2


















http://www.iugonet.org/software.html   
＜UDASウェブサイト（UDASの詳細情報，ダウンロード）＞
図 2.   北海道陸別町で稼働中の北海道－陸別短波      
            レーダーの全景．
図 1.   北半球（左）と南半球（右）　で稼働中の SuperDARN レーダーの視野 
           （2013 年 9月現在． http://vt.superdarn.org/ [Virginia Tech SuperDARN homepage] より）．
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ロード関数名  観測データ    　　提供機関
iug_load_mu_rass_txt RASS observation data of the MU radar 　　京大RISH
iug_load_mu_fai_txt  FAI observation data of the MU radar 　　京大RISH
iug_load_kyushugcm Kyushu GCM simulation data  　　極地研（GRENE事業）
iug_load_eiscat_vief  EISCAT ion velocity and electric ﬁeld vectors 　　名大，極地研
UDAS v3.00.2で新たに追加されたロード関数の一覧
レーダー名称／観測責任者／データ公開用ウェブ（日本の研究機関が運用するもののみを記載）： 
・北海道－陸別短波レーダー／西谷 望 (名古屋大学太陽地球環境研究所 )／http://center.stelab.nagoya-u.ac.jp/hokkaido/indexj.html 
・昭和基地大型短波レーダー(Syowa East, Syowa West)／行松 彰 (国立極地研究所 )   
                                                                                           ／http://scidbase.nipr.ac.jp/modules/metadata/index.php?content_id=107&ml_lang=ja
・King Salmon短波レーダー ／長妻 努 (情報通信研究機構 )／http://www2.nict.go.jp/aeri/swe/obs/ksr/HF_radar.html
IUGONET登録メタデータ： Fitacfデータ (CDF形式、ERGサイエンスセンターより取得可能 )
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Da ta  Fo rmat形式に変換されました [4 ]．これにより
IUGONETの統合解析ツールである UDAS からもデータのダ
ウンロードと各種解析ができるようになっています．
図 3.   2011 年 3月 11 日に北海道－陸別短波レーダーで観測された電離圏擾乱の伝搬の様子．  
            カラーコンターが電離圏の上下動の速度を表す．Nishitani et al. [2011] より転載．    
